
１月２３日（月）から２７日（金）を立小給食週間としました。 

日本の学校給食の歴史は、明治２２年に山形県の私立忠愛小学校で始まり、全国に広がっていきました。

戦争により中断されましたが、戦後、食糧難による児童の栄養状態の悪化を背景に、世界各国から支援の食

料が届けられ、学校給食が再開されたといわれています。当時の献立は「おにぎり・塩鮭・漬物」でした。 

現在では、給食の意義や役割についての理解や関心を深める週間として、各学校で取り組んでいます。 

今年の給食週間は、給食に関わる人への感謝の気持ちを込めた「メッセージプレゼント」や、放送による作

文発表を実施しました。 

ここで、６年１組 野田 彩夏さんの作文を紹介します。 

 

今後も学校給食に携わる人々に感謝の気持ちをもたせ続けたいです。 

そして、食べ物を粗末にしないことや、食べ物の命をもらって生きている 

ということについても引き続き指導していきます。 

 

 
来年度に向けて、各特別教室への空調設備設置工事がはじまっています。 

中庭側に足場が設置され、校内においての作業も順調に進んでいます。 

教室内への工事は、休日や放課後が中心となります。何かとご迷惑をおかけ 

しますが、ご理解の程、よろしくお願いします。 

【給食室前のメッセージ】 


